
高潮災害防止検討委員会
（第１回）

平成２７年１２月３日

熊本県宇城地域振興局

（２）防潮水門及び排水ポンプについて
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１．浅井手川における防潮水門・排水機場設置の経緯

【平成11年9月】： 台風18号による高潮被害により、浅井手川流域で甚大な被
害が発生（家屋半壊８棟、床上浸水４８棟、床下浸水１７棟）

【平成14年3月】： 平成11年9月の高潮被害を受け、大野川合流付近に、防潮
水門を設置

【平成23年】： 防潮水門を閉鎖した際の排水のため、河道内ポンプ（熊本県，ポ
ンプ規模3m3/s）を設置

【平成23年】： 内水対策のため、大野川右岸に排水ポンプ（宇城市，ポンプ規模
2m3/s）を設置
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２．浅井手川の現状

■現地の状況

浅井手川尻川

大野川右岸
沿水路

尻川 浅井手川

既設水路樋門

河川の流域界



3

２．浅井手川の現状

■現地の状況（空中写真）

尻 川

浅井手川

宇城市
役所

港川防潮水門
H11.9高潮による
被災を契機に設置

地盤が低い
地区
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２．浅井手川の現状

■平成11年9月台風18号による被災状況

■H１１年台風１８号来襲当時
■潮位は最高４．５mまで上昇

広い範囲で浸水が発生

凡例
：H11年台風18号浸水箇所

尻川

当時、水門は設置
されていない

半 壊 戸 数 ８ 戸

床上浸水戸数 ４８ 戸

床下浸水戸数 １７ 戸
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２．浅井手川の現状

■平成20年6月豪雨による被災状況

明神川
尻川

大野川

JR
鹿児島本線

◎
宇城市役所

浅井手川

①

①洪水時の浅井手川

②松橋地区の浸水状況

②

③市役所前の浸水状況

④大野川沿いの洪水痕跡

③

④
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■外力の設定

３．内水対策について（外力の設定）

・潮位は、平成11年9月台風18号の高潮を想定
・近年の台風性の降雨（実績）を対象（流出のピークと高潮のピークが同時刻に生起す
るものと想定）
・現状施設における解析の結果、H10.10.17型の降雨パターンで被害が著しいため、対
象洪水（降雨）をH10.10.17型に設定

洪水名 要因
時間雨量
（mm/hr）

24時間雨量
（mm/24hr）

ピーク流量(m3/s)

浅井手川合流後 浅井手川流末

H7.9.23 台風14号 28.5 97.7 33.9 3.1

H8.7.18 台風6号 22.3 157.1 73.2 6.0

H8.8.14 台風12号 13.9 102.1 33.6 2.4

H10.10.17 台風10号 24.3 105.4 46.5 8.7

H11.9.23 台風18号 18.0 90.0 28.3 4.2

H15.8.7 台風10号 9.8 79.4 15.3 2.2

H15.11.5 台風19号 13.9 123.7 31.2 5.8

H16.8.29 台風16号 13.0 61.7 15.7 1.7

※赤字は、検討対象洪水（被害の著しい洪水）
※H11.9.23洪水は、防潮水門設置により浸水被害が著しく解消される

検討対象洪水一覧表
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■現状施設による被害想定（平成11年9月高潮を想定）
３．内水対策について（現状）

既設ポンプ
0.94 m3/s

・防潮水門の操作（閉鎖）により浅井手川の水位が上昇し上流部から溢水するため、水門閉
鎖時にポンプ等で強制的に水位を低下させる必要がある。（市街地のため築堤は困難）
・大野川右岸沿水路からも溢水することから、ポンプ等による排水が必要である。
・明神川においては、ポンプによる排水、樋門の全閉により、浸水被害は発生しない。

尻川

大野川

明神川
浅井手川 水門あり

台風性洪水H10.10.17型
（潮位はH11.9高潮を想定）

◎
宇城市役所

【水門操作】 大野川水位＞浅井手川水位 ⇒ 閉鎖
大野川水位＜浅井手川水位 ⇒ 開放
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■内水対策（H10.10.17型）
３．内水対策について（１）

・河道内ポンプを ３m3/s 設置すれば、浅井手川からの溢水を解消できるが、
依然、浸水被害が発生

水門・樋門等は、大野川
の水位が高い時に閉鎖

河道内ポンプは、水門閉
鎖時に稼働

②河道内ポンプ：3m3/s

明神川

尻川

浅井手川

大野川

JR
鹿児島本線

河道内ポンプ
3ｍ3/s 設置 ◎

宇城市役所
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■内水対策

（H10.10.17型）

３．内水対策について（２） → ポンプ規模の決定

・内水ポンプを2m3/s設置すれば、浸水被害を解消できる。

③河道内ポンプ：3m3/s＋内水ポンプ：2m3/s

明神川

尻川

浅井手川

大野川

河道内ポンプ：3m3/s （熊本県）
内水ポンプ ：2m3/s （宇城市）JR

鹿児島本線

河道内ポンプ
3ｍ3/s設置

内水ポンプ
2ｍ3/s設置 ◎

宇城市役所

水門・樋門等は、大野川
の水位が高い時に閉鎖

河道内ポンプは、水門閉
鎖時に稼働



10

■内水対策（H10.10.17型）

３．内水対策について（３）

尻川

浅井手川

大野川

水門・樋門等は、大野川の水位
が高い時に閉鎖

○河道内ポンプによる対策

・河道内ポンプを3m3/s設置すれば、浅井手川からの溢水
を解消できる。

①河道内ポンプ：2m3/s ②河道内ポンプ：3m3/s

尻川

浅井手川

大野川

尻川

浅井手川

大野川

河道内ポンプ
2ｍ3/s設置 河道内ポンプ

3ｍ3/s設置
河道内ポンプ
3ｍ3/s設置

内水ポンプ
2ｍ3/s設置

○河道内ポンプと内水ポンプに
よる対策

・内水ポンプを2m3/s設置すれば、
浸水被害を解消できる。
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４．内水対策の効果（１）

■平成20年6月洪水における内水対策による効果
・現状の施設では、浅井手川からの溢水を抑えることができず、床上浸
水が発生する。

既設ポンプ
（被災時）
0.36m3/s

明神川

：床上浸水

：床下浸水

尻川

大野川

水門・樋門等は、大野川
の水位が高い時に閉鎖

JR
鹿児島本線

◎
宇城市役所

床上浸水戸数 １ 戸

床下浸水戸数 １２ 戸

浅井手川

床上浸水が発生
（宅地の浸水45cm以上）
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４．内水対策の効果（２）

■平成20年6月洪水における内水対策による効果
・河道内ポンプ3m3/s、内水ポンプ2m3/s設置すると、浅井手川からの溢
水を抑えることはできないが、床上浸水を解消できる。

水門・樋門等は、大野川
の水位が高い時に閉鎖

既設ポンプ
0.94m3/s

：床上浸水

：床下浸水

明神川

尻川

大野川JR
鹿児島本線

床上浸水戸数 ０ 戸

床下浸水戸数 ９ 戸

河道内ポンプ
3ｍ3/s設置 内水ポンプ

2ｍ3/s設置

床上浸水が解消
（宅地の浸水
45cm以下）

◎
宇城市役所

浅井手川
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５．浅井手川内水対策排水機場 概要

ポンプ施設計画位置

■設置位置図

浅井手川

港川防潮水門

尻川

河道内ポンプ：3m3/s （熊本県）

内水ポンプ：2m3/s （宇城市）


